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尿路感染症のCarbenicillin治験
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  Carbenicillin has an antibacterial spectrum with a range which is as wide as that of a

spectrum of aminobenzyl penicillin， but acts effectively upon Pseudomonas aerg’inosa and Proteus

vulgaris which show no sensitivity to AB－PC．

  Treatment of 24 cases of urinary tract infection， such as cystitis and pyelonephritis， with

Carbenicillin has confirmed the effectiveness of the antjbioti c compound．

 Carbenicillin（CB－PC）は1957年英国Beach－

am研究所において単離された新しい合成ペニ

シリンで，その抗菌作用はAB－PCと同様な広

範囲の抗菌スペクトルをもっているが，AB－PC

に感受性を示さない緑膿菌や変形菌などにも有

効に作用すると報告されている．本邦では泌尿

器科領域ですでに高安ら1），大越ら15）をはじめ

として多数の報告3・4）があり，その有効性が確

かめられている．

 今回われわれも急性膀胱炎その他の尿路感染

症24例にグリペニシリンを使用する機会を得た

ので，その成績をここに報告する．

観  察  法

 1）症例：急性膀胱炎20例（男2，女18）と慢性腎

孟腎炎4例（男／，女3）の．計24例である．

 2）投与法：1日29を2回に分け，腎孟腎炎4例

には1日49を4回に分けそれぞれ轡筋内に注射し5

日間連続投与した．

 3）効果め判定：急性膀胱炎では注射終了後2日目

に判定をおこなった．すなわち臨床症状が消失し，尿

中細菌および膿球が陰性化したものを著効，臨床症状

および菌は消失したが，なお白血球が病的に存在する

ものを有効，臨床症状はいくぶん軽快したが，尿中細

菌および白血球が存在するものをやや有効，．症状およ

び尿所見の全く改善されないものを無効と判定した．

腎孟腎炎では尿の定量培養により，菌が陰性化したば

あいを著効，年数が103以下に減少したものを有効，

菌数が104以下に減少したものをやや有効，不変のも

のを無効と判定した．

 4）細菌学的検索：尿中起炎菌の分離培養および同

定はわれわれの常用法でおこない，感受性試験はディ

スク法を用い，3濃度法で観察した．また分離菌株，

標準菌株に対するCB－PCのMICを平板希釈法でお

こなった．

 5）血中濃度の測定は健康成人3名にそれぞれCB－

PC 1．Ogずつ筋注後，注射前1回，注射後は1時間

ごとに4回採血し，StaPh． aureus 209－Pを検定菌と

して，カップ法により測定した．

 6） 尿中排泄率は血中濃度測定の3名について検索

した．
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観 察 成 績

1）CB－PC投与の効果（Table 1）

、急性膀胱炎20例の初診時尿中分離菌は大腸菌8株，

ブドウ球菌6株，変形菌2株，緑膿菌2株，「肺炎桿菌

2株の計20株である．主訴は頻尿，排尿痛であるが，

肉眼的血尿：をみ牟ものが4例～らった．慢性腎孟腎炎の‘

4例はいず：れも緑膿菌感染症で，VURのあるもので、

うち1例は腎孟，1例は尿管形成術のおこなわれた症

例で，尿定量培養で菌数はいずれも10『以上を示すも

のである・1・ CB－PCは急性膀胱炎に対しては1回19

ずつを朝夕2回，慢性腎孟腎炎に対しては1日49を

4回にそれぞれ轡部内に注射した．．判定は2日後にお

こなったが，急性膀胱炎の20例の尿所見は治療前に比

し，臨床症状とともに著しく改善され，数例を除けば

ほとんど正常に近い所見を示した．慢性腎孟腎炎の4

Table 2 尿由来菌株の感受性試験

分離菌株

E． coli

StaPh． dureus

Proteus vtzlgaris

Klebsie’ lla

Ps． aerapginosa

二

七株数

8

6

2

2

6

24

感 受 性
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（一） ・（＋）

（昔）．（冊）

（一） （＋）
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（一） （＋）

（粁） （掛）

（一） （＋）

（廿） （柵）

（一） （＋）

（廿） （柵）

（一） （＋）

薬 剤 名
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0
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6
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0
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6
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0

6

10

14

6

0
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2
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2

0
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6

例も尿所見がやや改善され，定量培養で判定時には明

らかに蓉数の低下を示した．C珍PC投与の効果は急

性膀胱炎では著効20例中15例，有効20例中5例，慢性

腎孟腎炎4例は全例やや有効と判定された．副作用と

してCB－P¢投与によるアレルギー反応を示した者は

なく，注射部位に硬結を形成し，疹痛を訴えた2例が

あったのみである．

 2） 尿由来菌株の感受性試験（Table 2）

 感受性ディスク法で観察したところ，大腸菌8株は

AB－PC， KM， TC， CL， GM， NBに感受性を示すも

のが多く，．ブドウ球菌ではAB－PCをはじめとする7

種の抗生剤にすべて感受性を示した，変形菌2株は

SM， KM， CL， GM， NBに感受性を示し，肺炎桿菌

の2株はSM， KM， CL， GM． NBに感受性を示し

た．緑膿菌の6熱中4株はGMに感受性を示したの

みであった．

 3）CB－PCの分離菌株に対するMIC（Table・3）

 尿由来19株のMICは大腸菌でほ6株中4株が6．25

mcg，ブドウ球菌は6株中4株が．12．5mcg，変形菌お

よび肺炎梶菌の2株ずつは6．25 mcgであった．緑膿

Table 3 CB－PCの分離菌株に対するMIC（19株）

区  励菌 株 弓台株数M王Cmcg／1ml

尿由来株

E． coli

StaPh． aureus

1

1

4

1

4

1

25．0

12．5

6．25

25．0

12．5

6．25

Proteus vulgaris i 2 6．25

Ps． aeruginosa

＞100．0

 25．0

 12．5

Klebsiella 2 6．25

標準菌株

E． Ecoli Al’o． 9

Pγo陀窩vulgari－s・

Ps． aeruginosa

 StaPh． 20g p

1

1

1

1

  6．25

  1．25

＞100．0

  1．25
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菌3株は100mcg以上を示すもの， 25 mcgを示す

もの，12．5mcgを示す1株ずつに分かたれた．

 4）標準菌株のMIC（Table 3）

 大腸菌の1株は6．25mcg，変形菌は1．25 mcg，緑

膿菌では100mcg以上，ブドウ球菌では1．25 mcg

であった．

 5） 血中濃度（Table 4， Fig．1）

 健康成人3名にCB－PClgずつを筋注後，30分，

1，2，3，4時間の5回ずつ採血して，血中濃度を

Table 4血中濃度（mc9／ml）
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前述の方法で測定した．その平均は30分後に18。1mcg，

1時間14．5mcg，2時間9．5mcg，3時間7．4 mcg，

4時間5．3 mcgであった．

 6）尿中排泄率（Table 5， Fig．2）

 前述した血中濃度を測定した3名について実施した

結果は4時間平均で44．5％であった．

＼＼  採血時間
  Xx．
被検者 ＼＼

1／2’

y．s．

K．T．

O．M．

1 is．s

k？・g

I i9．2

1

16．0

15．5

！2．0

2

9．5

8．6

1O．5

平均1 18・114・・1・・5

3 4

8．／1 5．5

6．7i 6．1

7．41 4．4

矧…

総括ならびに考按

ノηCg／mL

  20

IO

乃 ／ 2 3

Fig．1血中濃度（3名平均）

Table 5 尿中排泄率（4時・間）

4 hrs

 前述したように，われわれはCB－PCを尿路感染症

24例に使用し，かなりの有効率を得た．CB－PCは

PC－Gのbenzy1基のα位にcarboxy1基を導入し

た新しい合成ペニシリンであるが，従来AB－PCに無

効とされた緑膿菌や変形菌に対しても有効である．わ

れわれの成績でも尿由来緑膿菌3株中2株のMICは

25mcg以下であり，同様尿由来Pγo’6駕翻gαγ乞s 2

株のMICは6．25 mcg，標準菌では1．25 mcgであっ

た，E． coliでは同様6．25－25．0 rncgの間にあって，

その有効性を確認できた．筋注による血中濃度も30分

後には有効濃度に達し，長時間持続し，尿中排泄率も

申し分ない値を得た。従来グラム陰性桿菌に対し頻用

されるGM， Cしなどの腎毒性を考慮すれぽ，腎毒性

のないCB－PCは術後の点滴，筋注等において大量便

用も可能であり，尿路手術後の複雑な緑膿菌感染症に

対しても，比較的安心して大量を投与しうるものと考

えられる．

被検者 測定値mcg／m1

y．s・l

K．T． I

o・M一

！180

1250

980

尿量cc 排泄率％

420

3so 1

410 1

49．5

43．8

40．2

平均「
   1

1136 ，g3 1
44．5

o／0

50

40

30

． 20

／0

495 43．θ 4α2 4イ5

y．s

Fig． 2

K．7一 O．M’

尿中排泄率（4時間）

平均

結 論

 われわれはCB－PCを急性膀胱炎20コ口慢性

二三腎炎4例の計24例にそれぞれ投与し，その

臨床効果を観察して以下のごとく結論する．

 1） 急性膀胱炎20例にCB－PC 1日29ずつ

を筋注し，その効果を観察したところ，著効は

2Q獄中ユ5例，有効は20例中5例で無効例はなか

った．

 2）慢性腎孟腎炎4例にCB－PC 49ずつを

筋注してその効果を観察したところ，4例とも

やや有効の成績を得た．

 3） CB－PCは筋注後比較的速やかに血中に

移行し，数時間有効に持続する．

 4）尿中排泄率は4時間で44．5％を示した．

 5）CB－PCの副作用として特記すべぎもの

は認められなかった．

 （本論文の要旨は第35回日本泌尿器科学会東部連合

地方会で発表した）
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